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(一社)江の島ヨットクラブ
創立50周年ご挨拶

江の島ヨットクラブ会長 浪川 宏

本年２０１４年は、２０２０年オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定されま
した感慨の深い年でございますが、皆様のお力とご指導をもちまして、当江の島ヨットク
ラブも創立５０周年を迎えさせていただくこととなりました。
しかしこの春は当クラブにとりまして、法人登記関連法の改正により従来の社団法人から
の変更登記を余儀なくされ、公益法人となるか営利法人になるかの選択を迫られました。
神奈川県法人審査当局との打ち合わせを依頼しました申請担当法律事務所から、ＥＹＣと
しては今後の公益法人の選択はあり得ないと宣告され、しからば「非営利一般社団法人」
へと申請いたしましたが、厳しい審査の連続で、そもそもヨットクラブが非営利団体であ
ることへの疑問点が次々と提起されました。

ヨットクラブという呼称の持つ連想から、審査会のご意見は、非営利法人登記に対して
否定的であり、当クラブの東京オリンピック以来の歴史と公益活動実績、内山岩太郎県知
事(当時)が会長で設立されたことなどを主張しても、世間の常識からは一般に非営利団体
とは認められないとの主張が繰り返されました。
結果といたしまして様々なご指摘への逐条回答でのやり取りを経て、かろうじて期限いっ
ぱいの本年４月１日付で非営利一般社団法人、略称(一社)への登記を認められたという次
第です。

さらに本年は、これも東京オリンピックとともにあります江の島ヨットハーバークラブ
ハウスの老朽化に伴う建て替え工事の竣工の年でもありました。在来は、施設は何にでも
利用できる県有一般財産であったものを港湾管理施設という行政財産に目的変えがなされ、
行政財産となった新しい事務所施設内への当クラブの移転の是非が問題になりました。公
益性のないプライベートクラブとしての江の島ヨットクラブが、行政財産の中の一室を通
年専用利用する理由がないとの県当局の回答であり、立ち退き期限を5月31日とされ苦戦
を強いられました。

実際は立ち退き移転先のないホームレスの状態で旧館は閉鎖され、クラブの荷物を搬出
し、６～７月を過ごしながら当局と繰り返し交渉を重ね、一般社団法人への移行申請時と
同じようなやり取りを繰り返しました。さらに加えまして、今回は当クラブが選定される
のなら我々の方が妥当性が高いという団体が名乗りを上げ競争することになりましたが、
これもかろうじてクリアーし、７月１５日に(一社)江の島ヨットクラブによる１室５０m²
の専用利用を認められ、新しい部屋に移転することができました。

クラブ文化という考え方のわが国家社会における評価、在り様を、厳しく思い知らされ
る出来事でした。今後のＥＹＣの進め方についても重要なポイントと言えます。
そのような次第で、この度９月１４日に内外の関係各位をご招待申し上げて挙行いたしま
した当クラブ創立５０周年の記念パーティーの当日には、クラブルームはいまだクラブル
ームとしての内装工事に何も手がついていないというのが実状でした。



当クラブといたしましては、我が国のセーリング活動の重要な拠点のひとつであるオリ
ンピック記念江の島ヨットハーバーとともに存在し、これからも我が国セーリングスポー
ツの普及・振興の推進役として、ジュニアからシニアまで、世代を超えた人材育成と組織
活動を続けてまいりたいというのが、５０年来のこれからも変わらぬクラブの目標でござ
います。

会員各位におかれましては、今後ともご指導、ご鞭撻のほどお願い申し上げます、と申
し上げますれば、ご挨拶は１０年前の４０周年パーティーと同じになるところでございま
した。しかしながら、２１世紀に入ったばかりの創立４０周年当時の世の中は、まだ右肩
に力を入れた状態で、数々のＩＴ企業の創創設やＭ＆Ａが華やかなりし時代でした。当時
のグローバルマネー経済への対応欲求から、全国どこへ行っても同様な経済的利益を目標
とし、都市型生活への順応を目指す活動をしてきた我が国でした。あれからさらに１０年
を経て、今や総人口の減少と高齢社会の発現の中で、「経済システムのグローバル化が進
むのと同時並行で、人々のローカル思考は深まりを見せつつあり(松永恵子大阪市立大学准
教授)」と表現され、今までと違う社会の目標が必要になってきています。全国一律のマネ
ー資本主義から地域地区毎の文化と資本主義を育成しろ、地域文化の醸成が社会の目標に
なるべきであるといわれる時代になっています。

私たちは海をテーマにクラブ文化を培っております。海という世界共通の概念を舞台に
セーリングスポーツを実践しています。２１世紀に至る近代世界では、海は基本概念とし
て、万国共通に「Ｓｅａ」であり「うみ」でした。

でもそれだけではないのではないでしょうか、ＢＣ7000年代という今を去る9000年前の
縄文住居や石器が発掘される島、奈良時代の役小角が創設し弘法大師、頼朝、実朝以来の、
聖と俗が入り混じって造り上げてきた江ノ島、陸繋島という特異地形現象である江ノ島と
片瀬海岸、腰越海岸、稲村ケ崎の美しい陸岸に囲まれた海、これが私達の活動の拠点です。
世界のどこにもないこの環境を私たちの「里の海」と呼ぶべきではないでしょうか。

海は現代では陸からの景色としての海しかなく、海からの景色も踏まえた「海文化」が
欠落しています。「相模灘」とは海から目線の古い呼び方でもあります。

県により「開かれたヨットハーバー・湘南港を作る」ことをモットーに今回の建て替え
は行われましたが、単に誰でも使えるハーバーにするのではなく、この江ノ島の海を地域
の文化「里の海」として地域文化を興してゆくべきであります。私たちセーリング関係者
はこの前提に立って活動し、ヨットクラブは人を育て、スポーツを振興し、地域文化を醸
成してゆかなくてはならないと考えます。これからの(一社)江の島ヨットクラブはこの前
提に立って江の島に集う様々な組織・機関とも協力してゆかなくてはなりません。これを
機会に、会員各位におかれましては、新しい海辺のクラブハウスで一杯のコーヒーをお飲
みいただきながら、海を語るひとときをお持ち頂くことが続けられますよう、クラブ全体
で努力して参る所存でございます。



江の島ヨットクラブ、
創立から現在まで

青淵 隆督

１．江の島ヨットクラブの誕生
1964年のオリンピックヨット会場が正式に江の島と決まったのが、1959(昭34)年。

そして、江の島ヨットハーバーの着工式が、五輪競技のトップを切って1961(昭36)年5月
11日に行われ、内山岩太郎神奈川県知事の手で、江の島岩礁爆破のスイッチが押され、
東洋一のヨットハーバーの建設工事が始まった。クラブハウスの設計は、ヨットを表現
する、大きく風をはらんだ帆が船体の上に（３階屋根のデザイン）１階部分は船体であ
り、２階３階は（３角屋根の帆に囲まれた)コックピットの表現で、東京工業大学 谷口
吉生教授の下で、東大ヨット部出身の山田水城建築設計事務所に決定。
ハーバー、クラブハウスの総工費は４５億５千万円（オリンピック組織委員会２４億５
千万円、神奈川県２１億円）であった。クラブハウス建築工事（清水建設）、電気工事
（共栄社）、暖房設備（第一設備、＊冷房は不要との小澤吉太郎先生の一言でとり止め）
今から53年前の話である。

２．海上自衛隊、海上保安庁の協力
こうして東京オリンピックヨット競技は10月12日、海上自衛隊、橋本一佐指揮の艦

船72隻、航空機2機、車両10台、通信機120台、音楽隊員100名、総勢2,500名が、レー
ス運営に協力。また、海上保安庁から、第３管区海上保安本部を中心に廣島、名古屋、
大坂、近畿地区からの応援で、巡視艇13隻が集結、海外から参加した役員選手、観光
客等の事故防止、会場警備、治安の維持等、競技運営に協力して頂き、オリンピック
運営については国内外を問わず参加各国からも、大きな評価を頂き、オリンピック終
了後も、海外からの見学者で賑わったことであった。

３．ヨット競技、人間愛の金メダル
我らが日本のヨット競技の成績は、フイン級 山田貴司(21位)、スター級 石井正行・

大久保孝隆史(13位)、ＦＤ級 田上泰利・松田健次郎(15位)、５.５メートル級 松本富
士也・吉田正雄・萩原毅(14位)、ドラゴン級 棚町三郎(17位)の６種目に出場。()内は
最終順位。日本選手団としては、瞬間風速１５ｍの吹き荒れる風と波の中、世界の強
豪を相手に善戦しましたが入賞には至らず残念でした。
ＦＤ級(フライングダッチマン級)レースでは、スウェーデン艇のキエ兄弟が、激し

い競り合いの勝負所で、ライバルのオーストラリア艇の選手が荒波に攫われたのを見
つけ、レースを中断し好敵手を救助、国境と勝敗を越えた人命救助と全世界で称賛さ
れ、東京オリンピック江の島ヨット競技人間愛の金メダルと大きく報道され話題とな
りました。



４．江の島ヨットクラブの発足
こうして1964年(昭39)1月16日、設立発起人内山岩太郎で江の島ヨットクラブ設立準備

委員会発足。8月18日 設立総会を迎え、欧米型の格調高いクラブを目指して発足、ヨッ
トの普及、ジュニアの育成、ヨットマンとしての社交の場としてのヨットクラブと言う
ことで、江の島ヨットバーバーの施設の利用については全部ヨットクラブに任されてい
たが－－－。

５．「貴様ら何者だ！」事件
クラブ発足２年目のある日（日時不詳）藤村事務局長の頃、見知らぬ長靴履きの男達

がクラブハウス内をウロウロしているのを見た事務局長が「貴様ら何者だ」と詰問した
ところ、「我々は県会議員である、江の島ヨットクラブの視察に来た。そう言う貴方は
何方か？」「小生は江の島ヨットクラブの事務局長だが、このクラブは会員の紹介か、
事前の見学申込みを頂ければ会場ご案内させて頂くが－－」「ヨットクラブ建設には県
費から、21億の出費が出ておる。そのための視察だ。ヨットクラブ会員だけの施設では
ない」とのやりとりで、お引き取り頂いたが、県民の一部からでも、船置き場について
不満でもあったのかもしれない。漏れ聞くところによると、県議会でも話題になったそ
うである。

６．「レストラン グランドホテル」の撤退
1963年(昭38)食堂経営契約をしたグランドホテルが江の島ヨットクラブから撤退。

左手に白い布、ジャケットにネクタイ着用のボーイさんが立ち、白いテーブルクロスに
白いシーツの椅子。その椅子に濡れた身なりのまま座り、「ボーイさんラーメン」と、
注文されたのでは敵わない。Sea Frontにウェットハウスを作るべきであった。と、今更
反省してももう遅い。

ここまでクラブ設立以来のエピソードについて述べて参りましたが、じゃ、これか
らどうすればいいのか、何をすべきなのか。

７．「江の島ヨットクラブここにあり!」世界に発信
今こそ、クルーザーも、ディンギーもジュニアも、セイラビリティも、一つになって、

「江の島ヨットクラブ、ここに在り！」と胸を張って叫べるようなクラブになって貰い
たいと思います。江の島ヨットクラブから、先ず、地域のみなさんに、そして、神奈川
県に、日本セーリング連盟に、日本各地のヨットクラブに、そして、世界各地のヨット
クラブに、声高らかに発信しようではありませんか。



ヨットを始めたのは大学を出てから、昭和30年代の初頭、横浜の貯木場にあったシーホー
スクラブでした。その後シーラス（1号艇でした）、しばらくして小さなクルーザーを作り、
アニトラと名付けて乗っていました。

江の島に最初に行ったのは、東京オリンピックの直前のことでした。どこからか連絡が来
て、外国選手役員の歓迎会を開くがヨットハーバーにクルーザーがないのはみっともないの
で、できるだけ皆で来てくれというものでした。当日はけっこう風雨の強い中でしたが、ヨ
ットハーバーの周りには20艇以上集まっていました。中でパーティーが始まった気配はあっ
ても何の連絡もなく、結局招待は間違いだったと告げられました。仕方なく真っ暗の中を引
き返さざるをえませんでした。どうしてこのようなことが起きたか今でも謎です。

当時はクルーザーと競技用ディンギーとはそれぞれ別の団体に属していて、両者間のコミ
ュニケーションはあまり良好とは言えなかったようです。

オリンピックが終わって、ヨットハーバーが一般に開放されると早速係留させてもらいま
した。その当時はまだ港内にはあちこちに数隻があるだけでした。

その少し前に貯木場が工事で係留できなくなり、その後三浦半島のまわりを数か月ごとに
移動するホームレス状態だったので、江の島に落ち着くことができて本当に助かりました。
その頃またヨットクラブにも入会しました。創立当初の会員はオリンピック競技のホストク
ラブにふさわしく、ヨット界の先だちのほか政財界のお歴々が顔をそろえ、設備も欧米のも
のに劣らない物を目指していました。2度オリンピックに出た名選手の石井正行氏は私のク
ラスメートですが、彼でさえクラブの会員になったのはより後です。先日50周年の記念式典
で長年の会員として表彰されましたが、厳密には私は創立以来のメンバーとは言えません。
（㊟創立半年後に入会）

食堂には真っ白なテーブルクロスがかかり、制服のウエイターが注文をとりにきて、帰る
ときにサインをすれば月末に払えばよいというシステムでした。しかしヨットの人たちは自
分の船で何か作って食べるという習慣が定着していたせいか、利用の実績が多かったとは言
えなかったようです。

食堂デッキの横にはプールがあって、会員は自由に使えることになっていました。ある夏
の日ヨットに泊まっていて、暑いので夜中にプールに泳ぎに行きました。少したって気が付
くと管理人が出てきてじっと見ていました。叱られるのかと思っていると、規則によって利
用者がいるときは見張りをつけることになっているということだそうです。知らぬとはいえ、
申し訳ないことをしたと、早々に引き揚げてきました。

江の島ヨットクラブができた頃

久野 桂



当時のことで一番驚いたのは、ある日湘南港事務所から手紙が来て、今後ハーバーは
日曜日には閉鎖されるという内容の通知がありました。日曜日に使えないヨットハーバ
ーなんてあるのかと思いましたが、これは間もなく撤回されました。労働協約上の不備
が原因と聞きました。他にも9時にならないと玄関が開かないなど当初から役所組織とク
ラブという存在との食い合わせの悪さのようなことはあったようです。

その頃はほとんど毎週末をヨットで過ごしていました。小田急沿線に住む私にとって
は電車一本で来れ、もやいを解けばすぐに出港できる便利さの恩恵を十分に受けること
ができました。後輩の学生の何人かに手伝ってもらっていましたが、彼らはウイークデ
ーにも来て乗っていたようです。その中の一人に今ジュニアの指導をしている青山前副
会長がいました。多分私がヨットクラブにした最大の貢献でしょう。

その後海外や国内で転勤があったりして、船の管理はすっかり仲間まかせになってし
まいました。何年かして帰ってくると、物の置き場所、ロープのアレンジなど一つ一つ
尋ねないとわからないという情けない状態でした。クルーザーの運航はクルーの管理や
艇の整備など片手間でできることでないので、それ以後は完全なお客様になってしまい
した。

しかしヨットや江の島ヨットクラブの経験は国際活動の場では大いに役にたち、多く
の人が共通の趣味を持つことに驚きました。その結果、バルト海から地中海まで各地で
セーリングやヨットクラブに招待されました。痛感することはヨットがどこでも本当に
一般の市民に近いところにあることでした。

また、各地のヨットクラブの施設と運営の立派さにも驚きました。共通しているのは、
ヨットを持つ人の何倍ものヨットを持たない人、ヨットに乗らない人が会員として参加
していて、彼らに社交の場あるいは家族のリクリエーションの場として活用されている
ことです。江の島も多分当初はこのようなクラブをイメージして作られたものと思われ
ます。

50周年を機に新しい法人として、そして新しいクラブルームでスタートした江の島ヨ
ットクラブが末永く存続し、理想の姿に発展していくことを願ってやみません。

1964年東京オリンピックのシンボル船：やまゆり



さようなら＆ありがとう 東京オリンピックヨットハウス
江の島ヨットクラブの50年は貴方と共に

どうぞよろしく 新ヨットハウス

新・旧のヨットハウスがみられる貴重な写真です。
写真提供：ハーバーマスター桑名眞彦氏

さようなら ヨットハウス

海から帰った私たちを
いつもやさしく迎えてくれた

ドアーを開けて入るだけで
ちょっとうれしかったクラブルーム

大好きだった ウェットカフェ

新ヨットハウスも素敵だけど…

ヨットハウスの50年
青春のステージをありがとう

東京オリンピックの勇姿とともに 貴方を忘れません
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50 Years of Memories
Sail with us Forever





50周年祝賀会

感謝状 ヤマザキナビスコ（株）
代表取締役社長 飯島 茂彰様

50年表彰（５０年間個人会員6名）
青淵 隆督 様、久野 桂 様
岩田 禎夫 様、福田 豊 様
田中 清勝 様、山岸 弘 様
、 、



日本・ノルウェー友好記念『ノルウェーフレンドシップヨットレース』誕生のひとコマ

⇑ 江の島ヨットハーバーでヨットの手入れをされる東京オリンピック当時のハーラル皇太子
20140706 朝日新聞記事より

東京オリンピックの観覧艇「やまゆり」で歓迎する江の島
ヨットクラブ役員、オリンピックセーラー斎藤愛子さん他⇒

東京オリンピックとノルウェーフレンドシップヨットレース誕生の思い出

第5代会長 松本富士也

２００１年３月２８日、２１世紀初の国賓としてノルウェー国王ハーラル５世夫妻が来日された。
その３７年前、東京オリンピックのヨット選手として参加された当時の皇太子は思い出の江の島、明るい湘南の海の

再訪を望まれた。国賓として迎えられ、天皇・皇后が同道されるので、宮内庁・警視庁総出の分刻みの警護体制が組
まれ、EYCにもその協力が要請された。
東京オリンピック当時の選手仲間、組織・支援をした多くの人々が国王になられたノルウェーの元選手との旧交を温

めたいと楽しみに待っていた。１９６４年当時、平和で和やか、レース会場の江の島と選手村（大磯ロングビーチホテ
ル）間の送迎バスに、家族が一緒に乗ったり、選手村を訪問することができた。ハンサムで人気者の皇太子の部屋に
は、日本の美女がいつも来ていたり、選手たちも一緒に飲み交わしたり、皇太子を葉山の古い料亭に連れ出したり、
今では考えられない平和で穏やかなよき時代であった。
天皇・皇后、国王ご夫妻の江の島ご来訪の日は、晴天のレース日和、小さな帆を右に左にジュニアの帆走練習をご

覧になった。当時たまたま江の島ヨットクラブ会長であった私は、天皇・皇后と、同じ５．５クラスの競争仲間であった国
王夫妻をご案内する栄誉を担ったが、天皇がヨットに乗ったこともあり、よく御存じなのには驚かされた。お帰りの際に
はセーリング訓練をしていたジュニアクラブの子供たちがウェットスーツのまま「美智子様～、ソニヤ様～」と黄色い声
を張り上げてお見送りをした。
ノルウェー国王夫妻のご来訪を記念して、ノルウェー王国のシンボルである記念杯：バイキングシップを頂き、２００２

年春に第１回ノルウェーフレンドシップヨットレースを主催、以後、毎年江の島ヨットクラブの代表的レースの一つとして
盛大に行われている。



ノルウェーフレンドシップヨットレース





はばたけ 江の島ヨットクラブジュニア

EYCJからの環境への提案： JSAF環境コンテスト2013でEYCJの提案が採択！

春夏秋冬強風の時も風のない時も、どんなコンディションに
も対応すべく練習に励むジュニアです。その姿は大人たち
にも頑張る力を与えてくれます。

入部式

卒部式



2003JAPAN CUP

200４～PEARL RACE FINISHの受入＆運営



楽しい語らい



江の島ヨットハーバー





歴代会長

初代 内 山 岩 太 郎

1964/8-1971/11

２代 河 野 謙 三

1972/5-1982/10

３代 小 此 木 彦 三 郎

1985/5-1991/11

４代 清 家 清

1992/5-1998/4



５代 山 本 房 生

1998/5-2000/4

６代 松 本 富 士 也

2000/5-2004/4

７代 浪 川 宏

2004/5-現在



   年 (和暦) EYCの航 跡 主なレース・行事 備 考 

１９６４年 

（昭和 39年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立発起人会 (１/16) 内山岩太郎ほか 

江の島ヨットクラブ設立準備委員会発足 

創立総会（8/18） 

第１回理事会 

社団法人設立申請 

 名誉会長 山形勝見 

会 長  内山岩太郎 

副会長  佐々木秀男 小田千馬木 

常務理事 佐々木典比古 小澤吉太郎 

 理 事  山口久像 濱野弥一  

      金子一郎 筒井佐太郎 

      古屋徳兵衛 山本房生 

      カイ・ヲルハート 石原慎太郎 

 監 事  谷川武 竹下正彦 

社団法人設立許可(10/1) 

社団法人設立登記完了(10/15)  

 神奈川県所有財産等賃貸契約 

 ホテルニューグランド食堂契約 

 

 

 

第 18回オリンピック東京大会ヨット競技会場 江の島        

                 (10/11〜10/21) 

 

 

 

社団法人日本外洋帆走協会設立許可 

                (2/1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 18回オリンピック東京大会 

         (10/11〜10/21) 

 

 

１９６５年 

（昭和 40年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会 (4/17) 

定款一部変更 

会員総数  ２０３名 

 特別会員   ５５名 

 正会員法人  １３名 

正会員個人 １３５名 

ジュニア部活動開始(6/15)  

 委員長 カイ・ヲルハート 

ジュニア部開設 (7/25) 

ジュニアディンギー6隻建造(7月) 

ライトニング 4隻建造(9月) 

OP級ディンギー7隻寄贈  

           (デンマーク王室ヨットクラブ) 

ジュニア 1期生 21名 

クラブボート(ライトニング)3隻建造(9/28) 

江の島葉山対抗レース (10/10) 1982年まで毎年開催 

 

１周年シップレックパーティー 

創立記念レース(継続開催) 

第 1回江の島ヨットレース 

ポイントレース(延 500艇参加) 以後毎年開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ヨット協会ブリテン“YACHT” 

         復活 1号発行(9月) 

 

 

 

 

１９６６年 

 (昭和 41年) 

総会 (4/23) 

 経費赤字克服案可決(施設借用範囲縮小) 

  (契約先神奈川県から県弘済会へ変更) 

ジュニア部活動場所移動(旧セール工場へ) 

ジュニア 2期生 25名 

ドイツ スポーツ少年団来訪 

スイス スターフリートセレクタリー来訪 

モス級ワールドチャンピオン来訪 

アメリカ ライトニング協会コモドア来訪 

ポイントレース 63回実施(延 978艇参加) 

第１回 OOAKR実施 

１９６７年   

 (昭和 42年) 

総会 (5/28)  

定款一部変更 

ジュニアクラブハウス宿泊設備 

            第１期工事完成 

ジュニア 3期生 35名 

ジュニアディンギー8隻入手 

OP級ディンギー15隻入手 

A級ディンギー２隻寄贈 (松田栄夫) 

モス級ディンギー6隻寄贈 

          (富士コカコーラ㈱) 

OP級ディンギー２隻寄贈 (小澤吉太郎) 

在日外国人特派員ヨットスコードロン来訪 50名 (4月) 

西ドイツ スポーツユーゲント来訪 80名 

ブラジル艦隊士官候補生来訪 100名 

ポイントレース(延 740艇参加) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本高等学校体育連盟 FJ級採用 

極東選手権大会開催 (江の島) 

ジプシーモス世界一周 226日間 

女子ヨット連盟 

全日本公式レース承認 

１９６８年    

 (昭和 43年) 

 

総会 (5/23) 

会員総数   ２０１名 

特別会員懇談会 (12/14) 

 

 

 

メキシコオリンピック  

        (ヨット参加辞退) 

 

江の島ヨットクラブの航跡



 １９６９年 

 (昭和 44年) 

 

 

EYCニュース発行 (2/1) 

クラブ艇保管業務のため県弘済会へ 3名出向 

クラブ事務所 移転 

フリッパー3隻寄贈（カイ・ヲルハート/ 

      デンマーク王室ヨットクラブ） 

 

 

 

 

江の島ヨットハーバー使用量値上げ 

         (係留料・陸置料) 

 

 

１９７０年 

 (昭和 45年) 

 

やまゆり披露パーティー(9/27) 

日米親善パーティー(11月) 

 

横須賀ヨットクラブメンバーと親善レース 

OP級全日本選手権大会 江の島 

江の島六社対抗レース 

    (都庁・日本鋼管・日産・三菱・北辰・千代田化工) 

学連 470級ディンギー採用内定 

 

 

 

１９７１年 

 (昭和 46年) 

 

 

やまゆり遭難事故 (2/8) １名落水水死 

やまゆり神奈川県から譲渡 (5/9) 80万円 

内山岩太郎会長(元神奈川県知事)急逝

(11/19) 

成人の日祝賀パーティー 

第１回家族親睦パーティー(4/4) 

江の島ウィークレガッタ 

下田ヨットクラブジュニア来訪 20名 (11/23)  

JYA初のバッチテスト実施 

全日本モス級大谷たかを３連勝 

     (セールクロスにテフロン使用) 

 

１９７２年 

 (昭和 47年) 

 

 

内山岩太郎追悼会 (2/2) 

河野謙三会長就任パーティー (11/22) 

会員総数    １９３名 

 名誉会長  山形勝見 

 会 長   河野謙三 

 副会長   浜野弥一 

 常務理事  小澤吉太郎 

パラグアイ国大統領非公式来訪 

オリンピックユースキャンプ参加 17 名(団長小澤吉太郎)  

OP級全日本選手権 

ヨット講習会 (90名参加) 

全国高校ヨット選手権大会 (8/8-12) 江の島 

ミュンヘンオリンピック 

学連 A級ディンギー廃止 

 

１９７３年 

 (昭和 48年) 

 

レディース委員会活動 

湘南港内整備等業務委託契約 200万円 

キースムストー コーチ 招聘 (イギリス) 

ポイントレース 9回実施 (延 305艇参加) 

西ドイツ スポーツ青少年団来訪 (10/1) 

学連 740級ディンギー採用 

１９７４年 

 (昭和 49年) 

 

EYC創立 10周年記念パーティー (1/15) EYC創立１０周年記念レース 

OP級全日本選手権大会 (江の島ジュニア 1.2.3位) 

ポイントレース 9回開催 (延 320艇参加) 

 

１９７５年 

 (昭和 50年) 

 

 ポイントレース 10回開催 太平洋横断単独レース 

    (1位戸塚 2位武市 3位堀江) 

沖縄海洋博 

１９７６年 

 (昭和 51年) 

湘南港管理に関する神奈川県の姿勢・方針の

変化 (EYC港内委託事業等の増額要求) 

神奈川県と折衝会議 (9/17)  (山口副会長、

小澤常務理事と八木教育長) 

山形勝見名誉会長(JYA会長)逝去 (10/29) 

総会 (11/1) 

会員総数 １９５名 

 特別会員   ３９名 

 法人正会員  １８名 

個人正会員 １３８名 

 名誉会長  山形勝見 

 会 長   河野謙三 

 副会長   山口久像 野村光正 

 常務理事  小澤吉太郎 

 

ジュニア高校生やまゆりクルージング(8/16-18) 伊豆方面  

やまゆりをエンジョイする会 (11/28) 

 

 

モントリオールオリンピック 

江の島ヨットハーバー使用料値上げ 

            (4月〜) 

関谷健哉 JYA会長逝去 (4/25) 

 

１９７７年 

 (昭和 52年) 

 

 

会員数 １９７名 

神奈川県との会談 (5/21) (河野会長と八木

教育長、宮川土木部長) 

神奈川県との会談 (10/17) (河野会長と八木

教育長、宮川土木部長) 個人会員使用 32ブ

ース(陸置 28、係留 4)のクラブ名義への変更 

業務委託費 230万円 

第 42回全日本学生選手権大会 (8/25-28) 

ヨットオリンピック強化レース支援 (11/19-23) 

第１回オリンピックウィーク(11/19-23) 

 

470級世界選手権 (浜名湖) 

 

１９７８年 

 (昭和 53年) 

EYCのあり方会談  (5/11) EYC改組問題 

 (河野会長、野村副会長、小澤常務理事と陌

間副知事、八木教育長、宮川土木部長) 

総会 (5/27) 理事 2名増員可決 

 役員改選 (会長一任から会員推薦へ変更) 

業務委託費 250万円 

臨時総会 (7/11)  

定款一部変更 

ヨット安全講習会 (100名)(7/2) 

小型船舶検査受験促進 援助業務開始 

公共機関事業への協力 (やまゆりの活用) 

 県湘南児童相談所里親研修会ヨット体験(隔年開催) 

第 2回オリンピックウィーク (10/7-10) 

中国ヨット視察団レース見学 (10/8) 

 

竹下登 JYA会長就任 

バルティックレガッタ  

     (470級優勝 小松・箱守) 

世界クオータートン選手権 ( 佐島) 

 

 



 １９７９年 

 (昭和 54年) 

江の島クルーザーサミット (7/29)   

(竹下登 JYA会長、佐藤文生大分県連、小澤

吉太郎常務理事ほか) 

救助艇えぼし購入 (9月) 購入費 450万円 

 

日比親善少年ヨット交歓行事 14名派遣 (3/22-27)  

                    フィリピン 

OP級世界選手権 タイパタヤビーチ ジュニア 2名派遣 

中国ヨット視察団来日 EYC見学 (5/2-9) 

第 3回オリンピックウィーク (11/2-5) 

470級ワールド (8/10-16) オランダ     

 メデンブリック (甲斐・小宮優勝) 

レーザーワールド (佐藤藍子 6位) 

アドミラルカップ大遭難 

IYRUボートセーリング正式採用 

戸塚ヨットスクール事故 

１９８０年 

 (昭和 55年) 

 日比親善少年ヨット交歓行事 10名招待 

OP級世界選手権 3名派遣 

やまゆり稼働 41日 公共機関への協力等 

 

モスクワオリンピック (日本不参加) 

 

１９８１年 

 (昭和 56年) 

ジュニアハウス内装完成 

神奈川県との会談 (2/11・4/27) 

クルーザーに乗ろう会 91名 (10/25) (以後毎年継続) 

ヨット教室開催 

 

 

１９８２年 

 (昭和 57年) 

ジュニアハウス階層祝賀会 OP級全日本選手権大会 (江の島) 

ヨット教室 2回開催 (以後継続) 

 

JYA会員１万人突破 (創立５０周年) 

 

１９８３年 

 (昭和 58年) 

神奈川県との会談 (2/14・10/1)  

やまゆり大修理 (修理費 600万円) 

神奈川県に理事就任依頼 原正義(県理事) 

江の島ウィーク レース (プレ大会) 

春分レースと懇親パーティー 

やまゆり しょうがい児童体験乗船 40名  

 

 

１９８４年 

 (昭和 59年) 

総会 (5/26) 

会員総数 １９９名 

 特別会員   ３３名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １５５名 

 会 長   未定 (長洲県知事就任固辞) 

 副会長   山口久像 清家清 

 常務理事  小澤吉太郎 平田豊 

 県理事   ２名欠員 

 市理事   葉山峻 

EYC創立２０周年記念行事 祝賀パーティー 

東京オリンピック２０周年記念 第 1回江の島ウィーク 

 レース開催 (10/7-9) (以後継続) 

ネプチューンヨットレース 

オリンピックレガッタ 

505級太平洋選手権大会 

神子元レース 

やまゆり稼働 45日  藤沢市しょうがい児童 40名・県湘

南児童相談所児童 20名など 

 

ロサンゼルスオリンピック 

１９８５年 

 (昭和 60年) 

総会 

会長 小此木彦三郎 就任 

参与 松浦光利 就任 

会員総数 １９８名 

 特別会員   ３２名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １５０名 

事務局人事 (11月) 

事務局長・管理部長 竹下勘造 

庶務・経理担当   羽田節子 

運営サービス部長・えぼし艇長  桑名真彦 

やまゆり艇長・運営サービス補佐 東磯治郎 

ジュニア指導・運営サービス補佐 酒井敏裕

平田豊常務理事逝去 (12/29) 

505級太平洋選手権大会 

海上運動会 

会員親睦レース 3回開催 

会員親睦会２回開催 27名 (やまゆり) 

ヨット教室 2回開催 

やまゆり 公共機関への協力等 体験乗船 94名 

 

  

 

 

１９８６年 

 (昭和 61年) 

総会 

常務理事 松浦光利 就任 

副会長  平田克己 就任 

やまゆり係留料半額免除に減額 救助艇の

扱いがなくなる (係留費 47.8万円) 

第 19回スナイプ西半球及び東洋選手権大会 

フェスタ湘南ヨットレース (113艇参加) 

 

 

 

１９８７年 

 (昭和 62年) 

総会 

会員総数 １９６名 

 特別会員   ３２名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １４８名 

アマチュア無線局設置 

やまゆり新エンジン設置 (43馬力) 

理事 竹下真彦逝去 (6/27 

ネプチューンヨットレース 

江の島花火見物の夕 (やまゆり) 

 

小田急セーリングクラブ開設 



１９８８年 

 (昭和 63年) 

総会(7/20) 

定款一部変更  

 会 長  小此木彦三郎  

 副会長  清家清 平田克己 

 顧 問  古屋徳兵衛 

 常務理事 松浦光利 

 理 事 葉山峻(藤沢市長) 江ノ島電鉄㈱  

     小田急電鉄㈱ 石原慎太郎 

     山本房生 亀谷彰夫 林幹雄 

     福島拳人 岩田禎夫 川島正通 

     亀井澄夫 貝道和昭 朝日生命 

         富士コカコーラ㈱  

欠員(神奈川県)  

 監 事 平野喜美夫 堀内繁樹 須原真司 

副会長山口久像逝去(2/25) 

事務局長竹下勘造退職日高和重就任(3/31) 

ジュニア指導部員小林栄二 (8/8) 

会員名簿発行 

フォークリフト購入 (11/22) ( 322.5万円) 

小沢記念少年少女ヨットレース 

EYC・小田急セーリングクラブ親睦レース 

ソウルオリンピック選手団激励の会 (7/30) (江の島) 

 

ソウルオリンピック 

 

１９８９年 

 (平成元年) 

ジュニア Yellowチーム構想 (5月) 藤沢市津波対策訓練協力 (以後継続) 

 

 

１９９０年 

 (平成 2年) 

総会 (5/24) 

定款一部変更 

係留艇整備用鉄船台修理(125万円) (5月) 

亀谷彰夫理事逝去(6/21)  

事務局長日高和重退職 

ファイヤーボール級世界選手権大会 (参加 8国・49艇) 

 

サーフ９０開催 

焼却炉灰飛散によるクルーザーデッ

キ・オーニング焼損 (県弘済会と 62

万円で示談) 

 

１９９１年 

 (平成 3年) 

総会 

会員総数 ２０１名 

 特別会員   ３２名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １５３名 

小此木彦三郎会長逝去 (11/4) 

シンガポールチャンギーヨットクラブとの交歓レース   

          18名来日 (6/7-12) (ジュニア) 

キリンカメヤカップヨットレース (7/12) 

 

１９９２年 

 (平成 4年) 

清家清会長代行 

総会(6/6) 

 会 長  清家清  

 副会長  平田克己 

 常務理事 松浦光利 

 理 事 葉山峻(藤沢市長) 江ノ島電鉄㈱  

     小田急電鉄㈱ 石原慎太郎 

     岩田禎夫 山本房生貝道和昭 

          福島拳人 川島正通 平野喜美夫 

          須原真司 富士コカコーラ㈱ 

          日本郵船㈱  

 監 事 丹羽文雄 堀内繁樹 福田豊  

古屋徳兵衛顧問逝去 (11/7)  

ネプチューンヨットレース (以後継続) 

サンセットレース (以後継続) 

シンガポールチャンギーヨットクラブとの交歓レース    

             (8 名シンガポール派遣) 

県教育長主催「マリーンスポーツ講習会」協力(6/24-25) 

                                       (以後継続) 

藤沢市津波対策訓練海上避難指導 (えぼし)(以後継続) 

藤沢市国際市民大学体験航海協力 (やまゆり) 

 

 

   

 

神奈川県警湘南港事務所開設 

１９９３年 

 (平成 5年) 

ジュニア部指導艇さがみ購入(280万円) 

通常総会 

  

１９９４年 

 (平成 6年) 

総会 

賛助会員制度導入 県教育庁許可 

会員総数 １９８名 

 特別会員   ３２名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １５０名 

マスターズレース （新設） 

シンガポールチャンギーヨットクラブとの交歓レース    

             (14名シンガポール派遣) 

EYCNEWS 年 5回発行 

 

1998 年開催国体ヨット競技のための

湘南港大改造を機に公共ハーバー化

進行 ヨットクラブの理解度推進の

ための情報発信・提供を積極的に実施 

１９９５年 

 (平成 7年) 

総会(6/22)  

定款一部変更県理事復活 

 理 事 山下長兵衛(神奈川県副知事)         

     野村靖夫(神奈川県教育長)  

     山本捷雄(藤沢市長) 

 副会長 山下長兵衛 選出  

オリンピックウィーク(日本ヨット協会に協力) 

藤沢市ボーイスカウト海上訓練（やまゆり） 

シンガポールチャンギーヨットクラブとの交歓レース    

             (シンガポール 11名来訪) 

県立かながわ女性センター親子ヨット教室(参加 60名) 

 

 



 １９９６年 

 (平成 8年) 

総会 

 会 長  清家清  

 副会長  山下長兵衛 山本房生 

 常務理事 福島拳人 

 理 事  野村靖夫 瀧上隆司 佐藤安弘 

       青山篤 石井正行 押小路実弘   

            貝道和昭 木村学 西田勝彦 

      林幹雄 平田克己 松本富士也 

      山分信 柴田善昭 熊川晋治 

 監 事  堀内繁樹 福田豊 吉川圭二 

桑名真彦運営サービス部長 海上保安庁より

海難救助・海難防止貢献の感謝状授与(7月) 

平田克己理事 JSAF1996年度ゴールドメダル

受賞 (11月) 

やまゆり大修理(キール・ラダー) 

親子のためのヨッ ト教室 (以後継続)  

１９９７年 

 (平成 9年) 

総会(3/15) 

制度改革委員会設置 

イギリス製訓練艇(沖電気㈱寄贈) 

体験学習(相模原市立共和中学校)(6/12) 

リハーサル国体開催(10月) 

 

 

１９９８年 

 (平成 10年) 

総会(7/27) 

定款一部変更 

会員総数 ２１３名 

 特別会員   ３4名 

 法人正会員  １６名 

個人正会員 １５０名 

賛助会員   １３名 

 会 長  山本房生  

 副会長  松本富士也 貝道和昭 

 常務理事 平野喜美夫 

 理 事 山下長兵衛 小森良治(県教育長)    

     山本捷雄 北中誠  佐藤安弘   

          石井正行  沖尚武  貝道和昭       

          児玉登  清家清  中村満夫  

          浪川宏  平田克己  山分信   

          柴田善昭  熊川晋治         

 監 事  藤木幸太 曽我壽郎 島田清四郎 

 

第 53回国民体育大会(かながわゆめ国体) (9/12-15) 

湘南地区ボーイスカウトサブリーダー研修  

           セーリング体験(12/12.13.23) 

スナイプ級西半球及び東洋選手権(11/1-7) 

 

 

 

１９９９年 

 (平成 11年) 

臨時総会(11/3) 

定款一部変更 

レンタルヨットサービス開始(県連共同事

業) 

 

やまゆり やまゆり社会貢献事業 

 藤沢市老人福祉センター(5/9.9/21) 

  県市町村行政シンポジウム(5/23) 

 私立湘南学園体験学習(6/16) 

  社会福祉法人マハヤナ学園(8/27) 

  クルーザー体験セーリング(以後継続) 

第 31回 OP級全日本選手権大会(10/30-11/2) 江の島 

 

 

２０００年 

 (平成 12年) 

総会 

定款一部変更 

会員総数 １８７名 

 特別会員   ２８名 

 法人正会員  １１名 

個人正会員 １３１名 

賛助会員   １８名 

 会 長  松本富士也  

 副会長  貝道和昭 浪川宏   

 常務理事 平野喜美夫 

  名誉会員 清家清 平田克己 

 理 事  山本捷雄(藤沢市長) 山本房生    

     沖尚武 竹下政義 中村満夫 

     西田勝彦 山分信 吉川勝己 

     児玉達雄 荒井孝一       

 監 事 曽我壽郎  久野桂 福田豊 

熱海ランデブーレース (11/28) スパマリーナ熱海訪問 

イルミネーションフェスティバル 参加 60艇(以後継続)  

 

 



 ２００１年 

 (平成 13年) 

臨時総会(2/24)  

特別行事運営費(200万円内) 

今上天皇・皇后両陛下行幸(3/28) 

ノルウェー国王ハロルド五世・同王妃来訪      

                                 (3/28) 

えぼし二世号購入(アルピン 27.5) (10/25) 

 

シンガポールチャンギーヨットクラブとの交歓レース    

                    (江の島) 

 

第 11回 A級ディンギー選手権 

        (6/30-7/1) 江の島 

２００２年 

 (平成 14年) 

総会 

 会 長  松本富士也  

 副会長  貝道和昭 浪川宏   

 常務理事 平野喜美夫 

  名誉会員 清家清 平田克己 

 理 事 沖尚武 竹下政義 中村満夫 

     西田勝彦 佐野充 中瀬昭 

     成田松義 平林滋 髙橋雅之      

 監 事 青山篤 久野桂 福島拳人 

運営サービス部長桑名真彦 ㈱湘南なぎさパ

ークに転籍 

㈱㈱湘南なぎさパーク・湘南港ポートサービ

ス補助業務委託契約(えぼし orOH提供) 

さがみ修理 (エンジン取替) 

臨時総会(6/30) 特別基金返還 

特別基金取扱に関する細則変更の実施日９

月１日に決定(8月 31日まで退会者基金返還) 

 

竹下政義逝去  

髙橋雅之逝去  

 

ノルウェーフレンドシップレース (4/14) （以後継続） 

県立かながわ女性センター共催親子体験セーリング 

                        (4/22) 

ミニトン全日本選手権 (9/14.15) 

アジア大会 OP 級 男子優勝 飯束潮吹 女子準優勝 

木内蓉子 (江の島ジュニア出身) 

SSFスポーツエイド補助事業 (7月-2月) 

 

 

JSAF日本一周フラッグリレー(5/21) 

油壺創立 25周年記念レース（協力） 

２００３年 

 (平成 15年) 

総会 (5/25) ノルウェーフレンドシップレース (4/6) 

ジャパンカップ (10/30-11/3) 江の島 

ジャパンカップ表彰式(11/6)品川パシィフィックホテ

ル  

ドラゴン級全日本選手権 (11/8-9) 

 

 

２００４年 

 (平成 16年) 

総会 (3/28) 

会員総数 ２９４名 

 特別会員   １９名 

 法人正会員   ７名 

個人正会員 １１６名 

賛助会員  １１３名 

クルー会員  ３９名 

 

鳥羽パールレース (7/23-25) 江の島 

 

アテネオリンピック 

２００５年 

 (平成 17年) 

予算総会（3/27） 

湘南港指定管理者申請（EYH） 

通常総会(5/29) 

 

新年会(1/23) 

 

安全講習会(1/29・30) 

第４回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝｿｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/3) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ(1/30・2/13・3/13・4/24・5/15・6/19・

7/10・8/21・10･16・11/13・12/11) 

ｾｲﾗﾋﾞﾘﾃｨｰ江の島 

ｱｸｾｽﾃﾞｨﾝｷﾞｰｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成講座他 

鎌倉養護学校ｸﾙｰｻﾞｰ体験(5/8) 

第 11回親子ﾖｯﾄｽｸｰﾙ(7/9・10・16・17) 

第 46回鳥羽ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ（江の島ﾌｨﾆｯｼｭ）(7/22～24) 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(8/6) 江の島開催 

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/13・14) 

市立片瀬小学校体験(10/31) 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/23～25) 

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨ-（12/24） 

 

 

 

 

清家清元会長逝去（4月） 

 

やまゆり倶楽部設立（5/1） 

 



 ２００６年 

 (平成 18年) 

予算総会 (3/26) 

通常総会 (5/28)  

会員総数１３０名 

特別会員   １８名 

法人正会員   ４名 

個人正会員 １０７名 

（賛助会員 １２７名） 

（クルー会員  ３９名） 

ジュニア会員 ９６名 

会長    浪川宏 

副会長   青山篤 林幹雄 

常務理事 星野博正 

理事   山本捷雄 佐野充 原田浩二  

斉藤待子中村満夫 松木武男  

齋藤通生 作田智惠子 西田勝彦 

三浦雄一 松本真也   

監事    平野喜美夫 久野桂 貝道和昭 

定款一部変更認可（10/13） 

新年会（1/22）   

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ(1/15・2/12・5/28・6/18・7/7・8/19・

10/15・12/10) 

第５回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/2) 

鎌倉養護学校ｸﾙｰｻﾞｰ体験(5/14) 

第 12回親子ﾖｯﾄｽｸｸｰﾙ 7/15・16・22・23） 

第 47回鳥羽ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ（江の島ﾌｨﾆｯｼｭ 7/21～23） 

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/12・13) 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(9/9) 油壺開催 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/24） 

湘南ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(11/11・12) 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/23～25) 

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ(12/24) 

やまゆり倶楽部総会（4/22） 

会員数１６７名 

 

EYC事務所(１階)増床 

ｾｲﾗﾋﾞﾘﾃｨｰ江の島ＮＰＯとして独立 

 

 

みなとまちづくり協議会 

 第 1回体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(7/15) 

第 2回 (10/20・21) 

 

２００７年 

（平成 19年） 

予算総会（3/25） 

 

定款施行(4/1) 

通常総会（5/27） 

新年会(1/20) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ(1/14・2/11・3/11・5/20・6/24・ 

7/15・8/18・19・10/14・12/9) 

第６回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/1) 

ｺﾓﾄﾞｱｽﾞｶｯﾌﾟ(6/6・7) 

第 13回親子ﾖｯﾄｽｸｰﾙ(7/21・22・28・29) 

第 48回鳥羽ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ（7/28～29） 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(9/8)江の島開催 

市立片瀬小学校体験（9/14） 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ(9/23) 

湘南ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(11/3) 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/22～24) ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ(12/22) 

 

 

 

 

 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ（10/10） 

 

 

 

 

２００８年 

（平成 20年） 

予算総会 (3/30) 

通常総会 (5/25) 

 会員総数  １３８名 

 特別会員   １８名 

 法人正会員   ４名 

 個人正会員 １１６名 

会長   浪川宏  

副会長  青山篤 林幹雄 

常務理事 星野博正  

理事  山本捷雄 斉藤待子 松木武男 

    作田智惠子 中村満夫  

松本真也 

 監事  久野桂 平野喜美夫 貝道和昭 

  

新年会（1/19） 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ(1/13・2/17・3/9・5/18・6/15・7/13・ 

8/16・11/16・12/14) 

第 49回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ(7/25～27) 

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/9・10) 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ(9/28) 

湘南ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(10/25・26) 

第７回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/19・20)   

第 14回親子ﾖｯﾄｽｸｰﾙ(7/12・13・19・20) 

市立片瀬小学校体験(9/12) 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(9/13 ) 油壺開催 

湘南ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(10/25・26) 

片瀬公民館少年少女探検隊体験(11/8) 

物故会員慰霊法要(11/22)  天岳院 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/20～23) ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ(12/21) 

ゴムボート エイボン購入５５１万円 

 

さがみ代替え艇（チャカ）２８０万 

チャカ進水式(7/6) 

林幹雄理事 県スポーツ功労賞祝賀

会(3/6) 

湘南国際マラソン(11/16) 

江の島スタート 

 

 

山田水城元会員逝去(9月) 

湘南港設計者 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(10/25) 

２００９年

（平成 21年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算総会 (3/29) 

 

通常総会 (5/31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年会（1/17） 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（1/25・1/22・3/22・7/12・8/21・ 

・10/18・12/13) 

第８回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/18・19) 

鎌倉養護学校体験(5/10) 

ｺﾓﾄﾞｱｶｯﾌﾟ(5/20・21) 

第 15回親子ﾖｯﾄｽｸｰﾙ（7/18・19） 

第 50回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ（7/24～26） 

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/29・30) 

市立片瀬小学校体験(9/11) 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(9/12) 江の島開催 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/27） 

湘南ﾖｯﾄﾌｽﾃｨﾊﾞﾙ(10/14・15) 

片瀬公民館少年少女探検隊体験(11/14) 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/19～25) ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ(12/20) 

やまゆりｸﾙｰｻﾞｰ体験ｾｰﾘﾝｸﾞ 11日間 220名参加 

貝道和昭監事  旭日双光章祝賀会

(7/16) 

 

 

第 1回ヨットハウス建替え説明会  

 

 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(10/17・18) 

 

 

 

 

 

白石康二郎講演会(11/28) EYH主催 



 ２０１０年 

(平成 22年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算総会 (3/28) 

通常総会 (5/30) 

会員総数 １４７名 

 特別会員   １８名 

 法人正会員   ５名 

 個人正会員 １２４名 

 会長  浪川宏 

 副会長 青山篤 林幹雄 

 常務理事 星野博正 

 理事  海老根靖典 斉藤待子  

中村満夫 作田智惠子 

松木武男 松本真也 

監事   久野桂 平野喜美夫 貝道和昭 

新年会(1/30) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ(1/24・2/21・5/16・6/20・7/11・ 

8/22・11/14・12/12) 

第９回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/17・18) 

鎌倉養護学校体験(5/9) 

ｺﾓﾄﾞｱｶｯﾌﾟ(6/12) 

第 16回親子ﾖｯﾄｽｸｰﾙ(7/17・18) 

第 51回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ(7/17) 

市立片瀬小学校体験(9/10) 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/26） 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ(9/11) 油壺開催 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/18～25) 

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ’(12/19) 

やまゆりｸﾙｰｻﾞｰ体験ｾｰﾘﾝｸﾞ 11日間 222 名参加 

 

 

チリ地震(2/28) 津波警報 

 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(10/16・17) 

 

 

  

２０１１年 

(平成 23年) 

予算総会（5/29） 

通常総会 (5/29) 

新年会(1/29) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（7回) 

鎌倉養護学校体験(5/8) 

第 52回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ(7/29～31) 

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/27) 

市立片瀬小学校体験（9/9） 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/25） 

片瀬公民館少年少女探検隊体験(11/12) 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/18～26) 

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ’(12/19) 

やまゆりｸﾙｰｻﾞｰ体験ｾｰﾘﾝｸﾞ 11日間 223 名参加 

江の島油壺対抗ﾚｰｽ（9/10） 江の島開催 

東日本大震災(3/11) 津波警報 

 

 

 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ（10/15・16） 

２０１２年 

(平成 24年) 

予算総会 (3/25) 

通常総会 (5/27) 

会員総数 １４１名 

 特別会員   １７名 

 法人正会員   ４名 

 個人正会員 １２０名 

 会長 浪川宏 

 副会長 林幹雄 斉藤待子 

 常務理事 星野博正 

 理事  作田智惠子 中村満夫 

     松木武男 押小路実弘 

     寒河江義則 関一人 

 監事  久野桂 貝道和昭 松本富士也 

新年会(1/22) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（1/29・3/18・5/20・6/17・7/8・ 

8/19・10/20・11/11) 

第 11回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(4/14・15) 

鎌倉養護学校体験(5/13) 

第 53回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ(7/27～29)  

ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ(8/25・26) 

市立片瀬小学校体験(9/7) 

江の島油壺対抗(9/8) 油壺開催 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/23） 

片瀬公民館少年少女探検隊体験（11/10） 

ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(12/22～25) 

ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ’(12/23) 

平野喜美夫監事逝去 (3月) 

 

 

えぼし新艇購入（630 万円） 

ヤマハ DY29 127馬力 

 

みなとまちづくり協議会 

 体験ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(10/20・21) 

平野喜美夫監事お別れ会(10/28) 

ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽの 11月は 

ﾔﾏｻﾞｷﾅﾋﾞｽｺの冠ﾚｰｽとして継続 

２０１３年

（平成 25年） 

予算総会 (3/31) 

通常総会（5/26） 

 

 

 

 

新公益法人改革に基づき、一般社団法人とし

て申請 

新年会(1/26) 

EYC ｸﾙｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ（8回） 

保田ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ(8/17・18) 

第 12回ﾉﾙｳｪｰﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟﾖｯﾄﾚｰｽ(5 /18・19) 

第 5４回ﾊﾟｰﾙﾚｰｽ(7/26～2８)  

江の島油壷対抗（9/7）江の島開催 

ｺﾓﾄﾞｱｶｯﾌﾟ、湘南ﾖｯﾄﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（9/22） 

ﾈﾌﾟﾁｭｰﾝﾖｯﾄﾚｰｽ（9/29） 

やまゆり倶楽部は 4 月から独立 

NPO 法人帆船やまゆり保存会設立申

請（7 月認可） 

みなとまちづくり協議会 

ハーバーフェスティバル出店(10/19)

富士宮焼きそば・ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄｿｰｾｰｼﾞ 

NPO ｾｲﾗﾋﾞﾘﾃｨ江の島 10 周年記念祝賀

会 (11/17) 

２０１ 4 年

（平成 26年） 

一般社団法人江の島ヨットクラブ定款許可

(3/20) 

予算総会 (3/30) 

通常総会（5/25) 

会員総数 １４６名 

 特別会員   １７名 

 法人正会員   ４名 

 個人正会員 １２５名 

会 長    浪川宏 

副会長   押小路実弘 作田智惠子 

常務理事  星野博正 

理 事    斎藤待子 中村満夫 松木武男  

林幹雄 松田雅人 関一人 

幹 事    久野桂 貝道和昭 佐野充 

新年会(1/26) 

新事務所開設(8／9) 

江の島ヨットクラブ(EYC)50周年記念パーティ(9/14) 

江の島新ヨットハウスオープンパー

ティー(6/1) 



定   款 
      

 第 １ 章  総   則 
（名称） 
第 １ 条   この法人は、一般社団法人江の島ヨットクラブ（以下「クラブ」という。） 
      と称する。 
（目的） 
第 ２ 条   このクラブは、ヨットの普及発達、海洋思想の普及及びシーマンシップ

の育成に関する事業を行い、海洋スポーツの振興とクラブ文化の振興に寄

与することを目的とする。 
（事業） 
第 ３ 条   このクラブは、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）セーリングスポーツの普及、発展 
（２）海洋思想の普及、発展 
（３）その他このクラブの目的を達成するために必要な事業 

   ２前項各号の事業は神奈川県において行うものとする。 
（事務所） 
第 ４ 条   このクラブは、主たる事務所を神奈川県藤沢市に置く。 

 
第 ２ 章  会 員 及び 社 員 

（クラブの構成員） 
第 ５ 条    このクラブの会員は次の３種とし、特別会員と正会員をもって一般社

団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一般法人法」という。）

上の社員とする。 
（１） 特別会員 
（２） 正会員 
（３） 名誉会員 

（特別会員） 
第 ６ 条   特別会員は、このクラブの発足に賛同して基金を拠出した個人又は法人、

並びにこのクラブに功労があった個人又は法人のうちから理事会が認め

た者とする。 
（正会員） 
第 ７ 条   正会員は、このクラブの目的に賛同し入会した個人又は法人とする。 

２   正会員になろうとする者は、社員２名以上の紹介を得て入会の申し込み

を行い、理事会の承認を得なければならない。 

一般社団法人 江の島ヨットクラブ 定款 

  



（名誉会員） 
第 ８ 条   名誉会員は、このクラブに功労のあった者のうちから理事会において推

薦された者とする。 
（法人会員） 
第 ９ 条   法人である会員は、その代表者を指定して届け出なければならない。代

表者を変更した場合もまた同じとする。 
（入会金） 
第１０条   会員は、入会に際し、別に定める規程に従い入会金を納入しなければな

らない。 
２   名誉会員及び特別会員は、理事会の決定により入会金を免除することが

できる。 
３   納入された入会金は、一切返戻されない。 

（会費及び諸経費） 
第１１条   会費は、このクラブの事業活動に経常的に生じる費用に充てるため、別

に定める規程に従い会費を納入し、また諸経費を支払わなければならない。 
２   名誉会員は、理事会の決定により会費を免除することができる。 
３   納入された会費及び諸経費は、一切返戻されない。 

（会員の資格の喪失及び任意退会） 
第１２条   次項及び次条のほか、会員は、次のいずれかに該当するに至ったときは

その資格喪失する。 
（１）第 11 条の支払義務を２年以上履行しなかったとき 
（２）総社員が同意したとき 
（３）当該会員が死亡し、又は解散したとき 

２   会員は、理事会において別に定める退会届を提出することにより、任意 
に いつでも退会することができる。 

（除名） 
第１３条   会員が、次の各号のいずれかに該当するときは、総会の決議によって当

該会員を除名することができる。 
（１この定款及び諸規程に違反したとき 
（２）クラブの秩序或いは趣旨に反する行為のあったとき 
（３）クラブの名誉を汚したとき 
（４）その他除名すべき正当な事由があるとき 

２   前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該総会の日から 1
週間前までに当該会員にその旨を通知し、かつ総会において、その会員に

弁明の機会を与えなければならない。 
 

  



（会員の資格） 
第１４条   会員の資格は、譲渡できない。 
 

第 ３ 章  役 員 等 及び 職 員 
（役員の設置） 
第１５条   このクラブに次の役員を置く。 

（１）理事 ６名以上１０名以内 
（２）監事 ２名又は３名以内 

   ２  理事のうち１名を会長、２名以内を副会長、１名を常務理事とする。 
   ３  前項の会長をもって一般法人法上の代表理事とし、副会長及び常務理事を

もって同法第９１条第１項第２号の業務執行理事とする。 
   ４  第 1 項の理事について、理事とその親族等である理事の合計数が、理事の

総数の３分の１を超えてはならない。 
（役員の選任） 
第１６条   理事及び監事は、総会の決議により選任する。 

２   会長及び副会長並びに常務理事は、理事会の決議によって理事の中から

選定する。 
（役員の職務及び権限） 
第１７条   会長は、このクラブを代表し、その業務を執行する。 

２   副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その業務執行に係る

職務を代理する。 
３   常務理事は、理事会において別に定めるところにより、クラブの業務を

分担執行する。 
４   会長、副会長及び常務理事は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の

状況を理事会に報告しなければならない。  
５   理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職

務を執行する。 
６   監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査

報告を作成する。 
７   監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、このク

ラブの業務及び財産の状況を調査することができる。 
第１８条   役員は、無報酬とする。ただし、常務理事に対しては、総会において定

める総額の範囲内で、総会において別に定める報酬等の支給の基準に従っ

て算出した額を報酬等として支給することができる。 
（役員の任期） 
第１９条   理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終

  



のものに関する定時総会終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 
 ２   理事又は監事は、第１５条に定める定数に足りなくなるときは、任期の 

満了又は辞任により退任した後でも、新たに選任された者が就任するまで、 
なお理事又は監事としての権利義務を有する 。 

   ３   補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する

時までとする。 
（役員の解任） 
第２０条   理事及び監事は、総会の決議によって解任することができる。 
（名誉会長、顧問） 
第２１条   理事会において推薦し、総会の承認を得て、任意の機関として、名誉会

長１名、顧問若干名を置くことができる。 
   ２   名誉会長は、会長の相談に応じる。 
   ３   顧問は、理事会に出席し、意見を述べることができる。 
   ４   名誉会長、顧問は、総会の決議によって解任することができる。 
   ５   名誉会長及び顧問の報酬は、無報酬とする。 
（事務局） 
第２２条   このクラブに事務局を置くことができる。 

２   事務局には事務局長、職員、及び嘱託を置くことができる。 
   ３   重要な職員の任免は理事会の決議を経て会長が行う。 

４   事務局に関する規程は、理事会の決議により別に定める。 
 
第 ４ 章  総   会 

（構成及び権限） 
第２３条   総会は、すべての社員をもって構成する。 
   ２   前項の総会をもって、一般法人法上の社員総会とする。 
   ３   総会は、次の事項について決議する。 
     （１）会員の除名 
     （２）理事及び監事の選任又は解任 
     （３）理事及び監事の報酬等の額 
     （４）賃借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 
     （５）定款の変更 
     （６）解散及び残余財産の処分 
     （７）その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 
（開催） 
第２４条   総会は定時総会として毎年５月に１回開催するほか、３月及び必要があ

る場合に開催する。 

  



 
（招集） 
第２５条   総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会

長が招集する。会長は、総会を招集しようとするときは、総会の日時及び

場所並びに総会の目的である事項を記載した書面をもって、総会開催の日

の１週間前までに、これを社員に通知しなければならない。 
２  総社員の議決権の 10 分の 1 以上の議決権を有する社員は、会長に対し、 

総会の目的である事項及び招集の理由を示して、総会の招集を請求すること

ができる。 
（議長） 
第２６条   総会の議長は、その総会において、出席した社員のうちから選出する。 
（定足数及び議決権） 
第２７条   総会は、社員の２分の１以上の出席がなければ会議を開き、議決するこ

とはできない。 
   ２   総会における議決権は、社員１名につき１個とする。 
（決議） 
第２８条   総会の決議は、出席社員の過半数をもっておこなう。 

２   前項の規定にかかわらず、次の決議は、総社員の議決権の３分の２以上

に当たる多数をもって行う。 
（１）会員の除名 
（２）監事の解任 
（３）定款の変更 
（４）解散 
（５）その他法令で定められた事項 
３   理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第

１項の決議を行わなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第

１５条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中か

ら得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。 
第２９条   総会に出席出来ない社員は、代理人により議決権を行使することがけき

る。 
２   前項の規定により代理人をもって議決権を行使する社員は、これを出席

者とみなす。 
（議事録） 
第３０条   総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２   総会の議長及び総会に出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名押

印する。  

  



 
第 ５ 章   理 事 会 

（構成及び権限） 
第３１条   このクラブに理事会を置く。 

２   理事会は、全ての理事をもって構成する。 
３   理事会は次の職務を行う。 
（１）このクラブの業務執行の決定 
（２）理事の職務の執行の監督 
（３）会長及び副会長並びに常務理事の選定及び解職 

（招集） 
第３２条   理事会は会長が招集する。 

２   会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、各理事が理事会を招集

する。 
３  理事は会長に対し、理事会の目的である事項を示して理事会の招集を請求

することができる。 
（決議） 
第３３条   理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 
２   前項の規定にかかわらず、一般法人法第 96条の要件を満たしたときは、 

理事会の決議があったものとみなす。 
（議事録） 
第３４条   理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成す

る。 
   ２  理事会に出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。 

 
第 ６ 章   会   計 

（寄付） 
第３５条   このクラブの事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終

わる。 
（事業計画及び収支予算） 
第３６条   このクラブの事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度の開始

の日の前日までに、会長が作成し、理事会の承認を受けなければならない。 
      これを変更する場合も、同様とする。 
   ２   前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまで

の間備え置くものとする。 
 

  



（事業報告及び決算） 
第３７条   このクラブの事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が

次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなけれ

ばならない。 
     （１）事業報告 
     （２）事業報告の付属明細書 
     （３）貸借対照表 
     （４）損益計算書（正味財産増減計算書） 
     （５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の付属明細書 
   ２   前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号及び第４号の書類につ

いては、定時総会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、

その他の書類については承認を受けなければならない。 
３   第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くととも

に、定款及び社員名簿を主たる事務所に備え置くものとする。 
（余剰金の分配の禁止） 
第３８条   このクラブは余剰金の配分を行わない。 

 
第 ７ 章    定 款 の 変 更 及び 解 散 

（定款の変更） 
第３９条   この定款は、総会の決議によって変更することができる。 
（解散）  
第４０条   このクラブは、総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。 
（残余財産の帰属） 
第４１条   このクラブが清算をする場合において有する残余財産は、総会の決議を

経て、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17
号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 

 
第 ８ 章    公 告 の 方 法 

（公告の方法） 
第４２条  このクラブの公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方

法により行う。  

 
附   則 

 
1    この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び

公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第

  



121 条第 1 項において読み替えて準用する同法 106 条第１項に定める一般法人の設

立の登記の日から施行する。 
２ このクラブの最初の会長は浪川宏とする。 
３ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の

認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第１項に

おいて読み替えて準用する同法106条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と

一般法人の設立の登記を行ったときは、第３５条の規定にかかわらず、解散の登記

の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。 
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